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爆 薬 の 一 感 度 試 験 法

(相 和 27年 lJJl411;壬叫

大 川 献 三 ･ 書 7;【 宏 彦

(XLlと成延Hエ)A)

Ⅰ は し が き ;.1去｡竺 クデ,冒,_紺 て.拡帆 1仙 kg

は繋狐の感鵬 法には,諮幻 据わ,殉犠苛に上 と･/ユトt･ナフタpy96kgを況TllL.洲 nn20･

ろ方法が.従架知られているが.以1･銘べるように･ 40,60//IのときBt封をiWlL.拭封 1<ol･N'02･

柑棚 茄の韮L4.である.印於 一iJニト17タ" リン氾

合幼D出御惑現rflの感兜変化を卸ろiとして,確火収.

洋払及び砂上和は穴汝む24みたが,BI搬 なる位梨を柑
1..･かつた｡そのため郡甘方式に上るZi嶺法を84み.良

好なTJ放射を悶たの'{･粕岱すら｡

lL 実 態 (その 1)

N03とLた｡なお N03 の拭科深見1校.未払 軒

軌 先取を添加し.in=100分rHW帥lL棚 茄とし

この茶界を 2(04とした｡告只封は W ノ'シュにて

防分し.ダ yケ-p-小にて乾映したb

(2) 発 火 .L.'t群 数

qT定温政に閃熟した孤のJタZL･ノ､ス■EIAこ硬質jyクメ

52izE鼓哲を押入し.これに井村01g/I_,小JtEにて投入
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し,発火鑑の帖恥TZn(捗)をiRBilした｡なおX等管は

そのつど.択l)Bu.竣t′将 の膨廿ななくした.酢 1袋
はその柄黙せ′JI.す｡rf一gは 5川の平均虹)

中1'R 帝大点.モ放APJT

A†l
_h'o

No

.Tやo

(氏) fl)T･ 不発火

(2Ztl･は発火†与特用(捗)

これらを見ると yoヰ(I棚 )は也に比して晃

火点は位l･が._Tt.'o1,_1'oZ.S-oSの間のご只はJl

怨としない｡

(3) 洋 電 鉄 は
St盛 とFlJい.好打20OcTELで7iつ た.

PZ点 滞句法妊=t■成約

Ltfl

Xo

h'o

No

lTId

(1) 杓 は 粥 輸

郁 lZZl也に研約g'イナYイト32mm 56g を虻和
し.61m 管でtiZはし砂上殉併 載を行った｡

rtJJi NI似 ■JAL7

--- 払錐か■【TT'rE') 20 30 JO 50
淡 軒 ー-､ _

:to l ･Jf J/1 4′J r,I
.T(0 2 1/J I/. el'3

:(0 3 J/J !/) 0,'s

Z(o A 1,'l :h ･ YJ vh

(Al) 分JYは748取 分耳は内払_JL

>;一捷旺何 40mm においてI'" .TCoI,i(oZ,'Ti03

のJlに虚空は11くなっていろ｡従栄知られていちょう

執 こもっては.そのdiuは肌位,･クツいていろ.

和を-');II,ナりpy況介抄のiR和時mJJこ上る

追蟹の変化は上述の(2)-(LI)の舛戦法ではyJFLl.lZE
は包めち】IM .｡このため次の上iな℡貯班7'r肋.て
Ll好な犠束をluた.

(5) ㌫m によろJS桝争

6号訂甘■体をIIJいて軒 l丘のように,RftO4g

を匙W とウ 200kg,'亡m!でEnL,夫に細 と

して-+ソー.yyの9iSz丑を,入れ,200kgcm'で圧婚

する｡¥にこの上に姓扮 Ojgを天打‡他 こて入れ.

1-0 秒 czz,= で庄付する.内廿は二王式である.匠煤

準とLてへ ◆y-yンを旺川'T'ろのは,舵 -'jlト

コナ7′Iン迎合故は糧現のみでは.3g脚 しても

ta tt7L九 ･.A'広jttRLtt

I.1■tltt▲･JLltHrlL*Jl}lrlん_
ヽ ● ･ - 'ヽ′ Lヽ I一 l

LII■■′●_.

'̂ シ■lAttb■)

7II.1/...I

;<olは完はLtrいためLCもI).仏軌恥t一定にして

fl科を完爆せしめろに必¥なれ降へ+ソーダン止の多

誠に上って.拭科の追正を托収した｡Tmfは申W,完

JO 50 糧の粕 を卯EtlLらしめるため.脚才の一方をm姦し

た放野中で符火根で托睦せしめ.ZO莞全部が髭蝿する

- +ソーケンの臥舛itを求めた｡

なおFt執 二はm℡甘経の彩層をなけろため.甘椎は

芯謹E丑の上(補ったものを澄んでC&FJuLた｡tf=試

料i魅計丑に上つたが,これは在来の爽故地果上L)釈

封のZZtRtの多少の変化はへ◆ノーゲyのP.1伸張JLに彩

管を与えないことが刑明していろからである｡

に砂上Ii鰍 顎は柑凹にJ.'クックもので.使途する焚 謀製鉄束を餌4粥に示す｡

妨4.r< 旭丘iR食感罰 (完ヰtt/会釈&刊)

こ
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これを団77-:すると姉 2EZl曲快 (I)であろ.

印ち脚 抑打と共に急淋 二悪糞は人と･なっていろことが明和にみらLLろ｡この町JAでは

泣叫 郡を00分で払ったためiRやOqiLlのそれ以上の延長と

共に,史に掃宏一ジュ>FナフP9yiR今坂の助 ;人とたるか否

か不明である｡このため矧こ出御榔 TIを点くした芙菜を行ったさ

JZI 冥 敬 (その2)(I) 幹 科yS

玖 (そのり と同E3に現場のェクヂタ./ナー+_･･用いて,鰍 100kgと17ユ トt･タ7gワン

10kgをiZ呈和し,il色合AWLllZO,40,60,a,100,140,180分

のとき群科をi7:申し R科 X'ol,2,3,4

.5.6,7とした｡またISOm 和廷 米粉,載扮,発

現をi慈加し,史に槻 丘和して硝i'腿茄とLR杵.T(08とした｡希

釈ftはFuと同肌こ40ノ･Jシュにて罷分し,T-シケークー中

にて舵映した.(2)花 火 .1'.(舛 態1･取 1-(2)と全くm棚に行った｡ 節55Ij 芥!火I/l

訳斡dPも7沢 1 2
3 4 5 6 7 8390つe I5 )2
13 - 1il )1 - 094CO 】4 10 09 08 09 09 09 06

410 07 07

07 07 O7 08 08 05(毘) 軟事は葬欠伸I書rq(帝

). 5同D平均であ る｡なお参考宍flとして描句舵 及び

'/';ト.,ナ7gy1/の秋 .

号を用汁にしてSI貸した.芥6去l舟屯碕安

Zuf')とトマナ76gンの花火点蒜 盲
｢聖 脚 ･GDX･N'も濃のbhlSh-?440 03 21 19

450 0 1412'
480 20
470

13(監l ()) エ乗Al'JAい･ナ71すy
,
息点118

-)230C(毛& 書法で出軒関れ及'J光点I
jA旦)

(2)鼓旦11

1OC (5) 弘也 215Qc妨5東の朗 三上I)みちと 2(o

l上J) .1083-でのrL'lには明良な藍矧 L'_包め強

い｡(3) 和 様
S< 玖32mn･Ill5g で砂J･_粗正純TBRltを行った,
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781況食油のzJW 刷 にころ盟煙資化の椎ttは,51

火.I(.指飽及び砂.hr')はPE半では的掛 こ知ることがZji
粁 Cもろが.甘甘方式に上ろ盛!桝 触 により筋 り 長
都8炎及び市 2回に元すが如く柵 と.こJLS･知るこ

とがIII来た｡

2ホ2回の曲uをみろと,曲Brl)は島牧 (2)

に!tして鯉 に拝下していろ.凍erすると英'it(その

の り 柵女.一一>'三トL･ナン′.)I/ia公物の万が肋 :

大である.こLLは吐用した･}lト℡ナ?lIIJの性状

(扱ま,息点等)の凸に上ろtのでもろ～か｡細

法rこ上L)エ矧 IJゾ■トt･ナ'/gリンの.性状の霞に上

ち.牧師 としての仕鮭を恥奄すろこともrlL来るであ

ろう｡

J このm 方式に上るJS壁拭奄汝は.他の｢扱火

野ZFにも攻姓復Itげ ろことが川喋ると考えられる｡

括 りに事実輸 二taノ)された'4'関前ヨ払 LJl元力持氏

に題三宅する｡

(本朝部は昭平L2畔 )OflZ7日ig郡安都大会にて東栄し

た)
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電 束 雷 管 の 基 礎 的 研 究

(才6報棒発の進行に就て)

(相 和 26年 月 5日 23受 用)

叉 木 武 一

(T77EF火二品邪法托式虫批川必エJB)

Il ㌫ ij

W Llヨlこ於て伴野の適しTIJろ和丑鑑迎 rL)I)にtとて

湖 itを叩き,3㍍.B堤巡 (I))と比較した払 D/I)LIL'_

ナ トリJLO95. トt'ケル OqJとなってlE饗の規辿

カニ舶 畔地こ遭する祁7)肘粗でもちぢiな毘めた⊃ こ

の!訂弓七井正すろ為 J･こyrlT)g の C1】TI-ed From

ThとOr) にEfL個 発廿と.51ミk寄居との問に一つの反

TS帯おガへて牝のLL'Li帯の炎さと挺辿の柁錦式から増

発のiR立Irも鞘fR‡王ノ湖 中煤過を淡めて希牡火実

樫段.布J+i罷u盛は1-2托,仕様辿のは先 では_lots

附近となってmて.JirjS詐穴に上()火容をA.ll.C.I)

のJつにtS介すろ林が山宋TJ｡

荊技にfE焚邦′トなら町政 Tン ･tLンが如攻比7Rの増加

に掛 LはTEが日】蛸となるES(EJJに耽て悦中にfQ射 して･

式に鮒 するエ覇訂管内に放けろ埋迎聖行状iモ月Zfの

基噂を作った,

ll牡殖班 と牲速

攻咋状T,埋動 'p一党の昏発ItJL･<-セ受 け た租

.D反 ･7F兵を計井した｡.rLS市長は細 は日0耗 合,rEFrLにFIけ7,は連を J).比価 兵 を O とナTL


